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トの開始や終了などのコマンドを出すことができて
便利です。
　Raisersも今月号から変わります。
　表紙の色の変化にはお気づきと思いますが、中身
も違います。男性が多いイメージのある通建業界で
すが、「期待のRaiser」では業界で活躍されている
若手女性社員にご執筆いただきましたので、ぜひご
覧ください。� （M.K）

　　万部のベストセラーとなっている「本能寺の変�
431年目の真実」を読んだ。普通なら気にするだろ
うと、歴史学者に突っ込みたくなるような謎が少な
くない“本能寺の変”。明智光秀の子孫にあたる著
者が、よくぞここまでとばかりに古文書を調べあ
げ、現在通説・定説となっている事柄を覆し、光秀
の汚名返上（？）を果たした意欲作だ。意外な暗殺
計画や時の権力者による真実の隠蔽など、読み進む
につれてワクワク感が高まる本だった。しかも、ま
さか近代にまで影響を与えていたとは…。
　「ちょっと疑問はあるが、この文献に書かれてい
るなら大丈夫だろう」と自己完結するのではなく、
疑問は徹底的に解明すべきだなと思わせられる１冊
だった。� （Y.H）
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　　味の囲碁を、碁会所でなくネットでやる事が最
近多くなった。
　わざわざ外出しなくても済むし、こちらの希望す
る条件を設定すれば、対戦相手も自動的に見つけて
くれる。純粋に勝ち負けを争い自分の実力を知ると
いう点では、これ以上便利な仕組みは無い。
　一方で、囲碁には、古来「手談」と呼ばれる別名
がある。ただ勝負に血眼になるのでなく、対座して
いる相手とは盤上が社交の場という側面もある。対
局中はお互いの打った手の反応を顔の表情から窺
い、対局が終わればそのまま居酒屋で反省会になだ
れ込むのも楽しみの一つである。ネットやIT機器
を駆使したゲーム機も良いが、対面で人とリアルに
接して得られるこうした交流の形も忘れてはならな
いと自戒し始めている。� （A.N）

　　ウスの使い過ぎのためか、手が痛くなってしま
いました。
　そこでパソコンの使用法を変えてみました。マウ
スをエルゴノミクスマウスという、人間工学にもと
づいたものに変えました。これでかなり負担が軽く
なりました。自宅では音声操作にトライしていま
す。文字入力だけではなく、音声による指示でソフ
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